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令 和 ６ 年 ２ 月 ９ 日 

北九州市人事委員会行政委員会事務局 

 

 

報道機関 各位 

 

令和６年度北九州市職員採用試験の日程及び変更点について 

 

 

 

 令和６年度北九州市職員採用試験の日程及び変更点につきまして、別紙のと

おり決定しましたので、お知らせいたします。 

  なお、本日程及び変更点につきましては、本日から、北九州市職員募集ホ

ームページにも掲載しています。 

よろしく、お取扱いいただきますようお願いいたします。 

 

 

【添付資料】 

・令和６年度 北九州市職員採用試験の日程について 

・令和６年度 北九州市職員採用試験の変更点について 

 

 

＜北九州市職員募集ホームページ＞ 

https://city-kitakyushu-saiyo.jp/ 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

人事委員会行政委員会事務局任用課 

担当：田中、花井 

ＴＥＬ：０９３－５８２－３０４１ 



令和６年度北九州市職員採用試験の日程について 

  令 和 ６ 年 ２ 月 ９ 日 

     北九州市人事委員会 

項   目 
上級採用試験 

【先行枠】 

上級等採用試験 

【通常枠】 

上級採用試験 

【秋季枠】 
初級等採用試験 障害者採用選考 

試験案内公表日 ３月１日 ４月１７日 ７月１０日 

主な試験区分 

行政（プレゼン） 

土木（専門面接) 

土木（経験面接） 

 （※1）

一般事務員、一般技

術員、消防士、 

獣医師、保健師等 

（※1）

行政（プレゼン） 

土木（専門面接) 

土木（経験面接） 

 （※1）

一般事務員、一

般技術員、消防

士、保育士等 

一般事務員 

学校事務職員 

受付期間 

【受付方法】 

３月４日 

～２５日 

【電子申請】 

４月１７日 

～５月７日 

【電子申請】 

７月１０日～８月２１日 

【電子申請】

第１次試験日 

【SPI3 受検期間】 

４月１日 

～１５日 

行政(就職氷河期支

援)、行政Ⅱ 経験者 

【SPI3 受検期間】

５月１６日～２７日 【SPI3 受検期間】 

９月６日 

～１９日 

筆記試験 

９月２９日 

面接試験 

１０月中旬 

筆記試験 

９月２２日 
又は 

９月２９日

筆記試験（※2） 

６月１６日 

面接試験 

７月中旬 

第１次合格発表 ４月下旬 ７月下旬 １０月上旬 １０月下旬 １０月上旬 

第２次試験日 ５月上旬～中旬 ８月上旬 １０月中旬 １１月中旬 １０月下旬 

第２次合格発表 ５月下旬 ― １０月下旬 ― 

第３次試験日 ６月上旬～中旬 ― １１月上旬～中旬 ― 

最終合格発表 ６月下旬 ８月下旬 １１月下旬 １１月上旬 

第１次筆記 

試験会場 

SPI テストセンター

又は 自宅等 
北九州市内 
東京都区内

SPI テストセンター

又は 自宅等 
北九州市内 

※１ 「土木」区分は、次の２つのパターンでの複数回受験ができます。 

①【先行枠】 ⇔ 【通常枠】     ②【通常枠】 ⇔ 【秋季枠】 

ただし、「土木（専門面接）」と「土木（経験面接）」の複数回受験はできません。 

※２ ＳＰＩ３受検者における筆記試験対象者は、ＳＰＩ３の成績順に決定します。 

＜申込受付方法＞ 

○ 電子申請による申込み（インターネットでの申込み）のみとします。

＜その他注意事項＞ 

○ 各試験日程の「試験区分」「受験資格」「募集人員」「試験内容」などは、それぞれの試験案内でお知らせします。

「試験案内」は、公表日に北九州市職員募集ホームページに掲載するほか、次の場所でも配布します。 

   北九州市人事委員会行政委員会事務局任用課（小倉北区役所庁舎西棟７階） 

   北九州市広報室広聴課（市役所本庁舎１階） 

   各区役所総務企画課、各区役所出張所、各消防署庶務係 

   小倉・黒崎行政サービスコーナー 

北九州市東京事務所（東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館６階） 

○ 試験日程、会場等は変更になることがありますので、必ず北九州市職員募集ホームページで確認してください。 

〔問合せ先〕 北九州市人事委員会行政委員会事務局任用課（小倉北区役所庁舎西棟７階）
〒803－8510 北九州市小倉北区大手町１－１ 電話 093－582－3041 



令 和 ６ 年 ２ 月 ９ 日

北九州市人事委員会

令和６年度北九州市職員採用試験の変更点について 

令和６年度より、以下のとおり採用試験制度を変更します。（※年齢は令和 7年 4 月 1 日採用時） 

 ■ 上級採用試験【先行枠】 

（１）「土木(専門面接)」（旧「土木Ⅰ(専門面接)」）の上限年齢を３０歳から４０歳に 

引き上げます。 

     この区分は人物を重視し、特別な公務員試験対策が不要な試験としています。 

    ≪試験段階の構成≫※旧「土木Ⅰ(専門面接)」と同じ。

     １次試験：民間企業等の採用試験で広く使用されている「ＳＰＩ３」 

          テストセンター方式で実施し、受検期間中の任意の時間に受検可能。 

     ２次試験：口述試験で人物を確認する「個別面接」 

     ３次試験：「専門性確認シート」で専門性を確認する「専門個別面接」 

     昨年度から実施しているこの試験区分の上限年齢を引き上げることで、土木に 

    関する専門的な知識を持ちつつ今は様々な分野でご活躍の方が、さらにチャレン 

    ジしやすい区分となります。 

（２）「土木(経験面接)」の新設（上限年齢は６０歳） 

     人物を重視し、特別な公務員試験対策が不要な試験。民間企業等にお勤めの方 

    にも受験しやすいよう、試験日を週末（土曜日又は日曜日）に設定します。

     特に民間企業等の経験があり即戦力となる方を募集する区分です。 

    ≪試験段階の構成≫ 

     １次試験：民間企業等の採用試験で広く使用されている「ＳＰＩ３」 

          テストセンター方式で実施し、受検期間中の任意の時間に受検可能。 

     ２次試験：口述試験で人物を確認する「個別面接」 

     ３次試験：「専門性確認シート」で専門性や民間企業等での経験を確認する 

          「専門個別面接」 

■ 上級採用試験【秋季枠】 

上記 「土木(専門面接)」 「土木(経験面接)」 を【秋季枠】でも実施 

人物を重視し、特別な公務員試験対策が不要となっているこの区分を【秋季枠】でも

実施することで、先行枠の時期に大学等での研究や海外留学等の都合で受験できなかっ

た方、ＵＩＪターンを含む転職をご検討中の方にも受験機会を提供します。 

   なお、令和５年度に実施した【秋季枠】の「土木Ⅰ(専門択一)」「土木Ⅱ」は実施し 

  ません。 

 ■ 「土木」区分は、次の２つのパターンでの複数回受験が可能 

 ①【先行枠】 ⇔ 【通常枠】     ②【通常枠】 ⇔ 【秋季枠】 

人材確保が特に厳しい「土木」区分について、試験内容が異なる試験区分での年度内

複数回受験を可能とします。 

ただし、「土木（専門面接）」と「土木（経験面接）」の複数回受験はできません。 

１ 「土木(専門面接)」の上限年齢引き上げ 及び 「土木(経験面接)」新設 



 ■ 上級採用試験【先行枠】及び【秋季枠】 

「行政(プレゼン)」（旧「行政Ⅰ(プレゼン)」）の上限年齢を３０歳から４０歳に引き 

上げます。 

   この区分は人物を重視し、特別な公務員試験対策が不要な試験としています。 

  ≪試験段階の構成≫※旧「行政Ⅰ（プレゼン）」と同じ。 

   １次試験：民間企業等の採用試験で広く使用されている「ＳＰＩ３」 

        テストセンター方式で実施し、受検期間中の任意の時間に受検可能。 

   ２次試験：口述試験で人物を確認する「個別面接」 

   ３次試験：「課題分析・提案シート」を基にプレゼンテーションを行う 

        「プレゼン・個別面接」 

   進取の精神や自由な発想力を重視するこの試験区分の上限年齢を引き上げることで、 

  民間企業等と併願して志望する新卒の方のみならず、民間企業等で就労経験がある方、 

  ご家庭の事情でしばらく就労から離れている方、これまでスポーツやアーティスト活 

  動等に取り組まれてきた方なども、様々な知識や経験、得意分野をいかしてチャレン 

  ジしやすい区分となります。 

 ■ 上記１～２の変更により、３０代以上の方が受験できる試験区分が充実します。 

  ≪３０代以上の方が受験できる試験区分≫ 

   【先行枠】行政（プレゼン）、土木（専門面接）、土木(経験面接) 

   【通常枠】行政Ⅱ、デジタル、社会福祉Ⅱ、土木Ⅱ、建築Ⅱ、電気Ⅱ、 

        機械Ⅱ、農学Ⅱ(造園)、環境Ⅱ(化学)、環境Ⅱ(生物)、獣医師Ⅱ 

   【秋季枠】行政（プレゼン）、土木（専門面接）、土木(経験面接) 

   これらの区分では、民間企業等の採用試験で広く使用されている「ＳＰＩ３」を導入 

  し、ＵＩＪターンを含む転職を検討中の方等の受験しやすさを高めます。 

   なお、一部の区分については「民間企業等で正規職員として継続して 1年以上就業 

  した期間が、令和６年４月１日現在、通算して５年以上ある人」を受験資格要件の一つ 

  としています。 

   年齢要件や受験資格要件等の詳細は、今後公表する試験案内等をご覧ください。 

 ■ 上級等採用試験【通常枠】で行政(就職氷河期支援)を引き続き実施します。 

   対象は３９歳～５４歳（昭和 45年 4月 2 日～昭和 61年 4月 1日までに生まれた人）です。 

 ■ 初級等採用試験、上級採用試験【秋季枠】、障害者採用選考 

受験者が申し込みやすいよう、申込みの開始時期を前倒しして、期間を拡大します。 

   ≪申込期間≫ 

    令和５年度：令和５年７月３１日～８月１８日（１９日間） 

                 ↓（申込期間が２倍に） 

    令和６年度：令和６年７月１０日～８月１６日（３８日間） 

２ 「行政(プレゼン)」の上限年齢引き上げ 

３ ３０代以上の方も受験できる試験区分を充実 

４ 初級等採用試験、上級採用試験【秋季枠】等の申込期間を拡大 



《主な試験区分》 

試験区分 実施予定時期 

上

級 

・ 

一 

般 

事

務 

員 

行政(プレゼン) 
【先行枠】４月～６月（申込：３月） 

【秋季枠】９月～１１月（申込：７～８月）

行政Ⅰ(専門択一) 

【通常枠】５月～８月（申込：４月） 

行政Ⅰ(小論文) 

行政Ⅱ            【経験者】

行政(就職氷河期支援) 

デジタル           【経験者】

社会福祉Ⅰ 

社会福祉Ⅱ          【経験者】

心理 

上 

級 

・

一 

般 

技 

術 

員 

土木(専門面接)
【先行枠】４月～６月（申込：３月） 

【秋季枠】９月～１１月（申込：７～８月）

土木(経験面接)        【経験者】
【先行枠】４月～６月（申込：３月） 

【秋季枠】９月～１１月（申込：７～８月）

土木Ⅰ 

【通常枠】５月～８月（申込：４月） 

土木Ⅱ            【経験者】

建築Ⅰ 

建築Ⅱ            【経験者】

電気Ⅰ 

電気Ⅱ            【経験者】

機械Ⅰ 

機械Ⅱ            【経験者】

農学Ⅰ 

(造園) 

(農業) 

(林業) 

農学Ⅱ(造園)         【経験者】

環境Ⅰ 
(化学) 

(生物) 

環境Ⅱ   
(化学)  【経験者】

(生物)  【経験者】

衛生 

(農芸化学) 

(薬学) 

(水産) 

(畜産) 

免

許 

職 

獣医師Ⅰ 

獣医師Ⅱ           【経験者】

保健師 

※【経験者】＝民間企業等経験者区分 

※「土木」区分は、次の２つのパターンでの複数回受験が可能 

①【先行枠】 ⇔ 【通常枠】     ②【通常枠】 ⇔ 【秋季枠】 

ただし、「土木（専門面接）」と「土木（経験面接）」の複数回受験はできません。 

※令和６年度に実施する「試験区分」及び「実施時期」は変更になる可能性がありますので、 
詳細は、本市職員募集ホームページにて、今後公表する試験案内等をご覧ください。 

５ 上級等採用試験の各試験区分の実施予定時期について 


